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近
代
日
本
研
究
第
二
十
一
巻
（
二
〇
〇
四
年
)

特
集

・
小
幡
篤
次
郎
没
後
百
年

壽
ウ
拷
覗
、
へ弓
溜
湖
嗣
澱
諺

、、弓
,詔
 
 

 
 
 
 姥
蒙

小
幡
篤
次
郎
著
作
目
録

住

田

孝

太

郎

 

こ
こ

に
紹
介
す

る
の
は
、
小
幡
篤
次
郎

の
著
作
目
録

で
あ

る
。
作
成

に
当
た

っ
て
は
、
『富

田
正
文
氏
旧
蔵
書
籍
目
録
』

(慶
應
義
塾
福
沢

研

究

セ
ン
タ
ー
、

二
〇
〇
二
年

)
、
三
橋

猛
雄

編

『明
治
前

期
思
想
史
文

献
』

(明
治
堂
書
店

、
昭
和
五

一
年
)

お
よ
び

『図
書
館

所
蔵
三
橋
文

庫
目
録
』

(東
京
経
済
大

学
創
立
九
十
周
年

記
念
展
示
実

行
委
員
会

、

一
九
九

〇
年
)
、
丸

山
信

編

『
福
沢
諭
吉

門
下
』

(
『人
物

書
誌
大
系
』

30
、
紀
伊
国
屋
書
店

、

一
九
九

五
年
)
を
参
考

に
し

て
、

そ
こ
に
記
載

さ
れ

て
い
る
も

の
は
原
本
な
り
復
刻
版

に
当
た

っ
て
遺
漏

な
き
を
期

し

た
。
但
し
、
こ
れ
ら
は
彼

の
遺

し
た
文
献

の
全

て
を
網
羅

し
て

い
る
訳

で
は
な

い
。
本
日
録

に
お

い
て
は
、
復
刻
版

『郵
便
報
知
新
聞
』

 
1

八
二
巻

(郵
便
報
知
新
聞
刊
行
会

、
柏
書
房
、

 
九

八
九
年

)
に
お
け

る
小
幡
論
説

の
有
無
を
調
査

し
た
結
果
、
そ

の
他
を
含

め
て
現
時
点

で

知
り
得
た
限
り

の
彼

の
著
作
を
紹
介
す

る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
彼

の

著
作
を
掲
載
し
た
刊
行
物

や
、
研
究
文
献

で
彼
に
触

れ
た
も

の
も
併

せ

て
掲
載
す
る
。
書
誌
条
項

に
は
ま
だ
不
備
な
点

や
不
統

一
が
残

っ
て

い

る
が
、
ご
宥
恕

い
た
だ
き

た

い
。

 
本
目
録
作
成
に
当

た

っ
て
、
西
沢
直

子
、
竹

田
行
之

両
氏
よ
り
幾

つ

か

の
史
料

に
つ
い
て
貴
重

な
ご
教
示
を
頂

い
た
。

 
凡
 
例

 
翻
訳
作
品

の
場
合
、
複
数

回
に
分
け
て
発

表
さ
れ
た
も

の
が
あ
る
。

分
か
り
よ

い
よ
う
に
、
通
し
番

号
を
付

し
た
。
こ
こ
に
記
載

し
た
も

の

は
原
則
と
し

て
小
幡

の
記
名

の
あ
る
も

の
で
あ
る
。
但

し
恥
41
に

つ
い

て
は
、
『
福
沢
諭
吉
門
下
』
で
は
小
幡

の
著
作

と
な

っ
て

い
る
も

の
の
、
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「
交
詢
雑
誌
』

に
彼

の
記
名

は
な

い
。
し
か

し
、
交
詢
社

私
擬
憲
法
と

小
幡

の
関
係

や
、
記
名

の
な

い
こ
と
を
以

て
彼

の
著
作

で
は
な

い
と
も

断
定
し
難

い
こ
と
を
考
慮
し
、
本
目
録

で
は
参
考
と
し

て
記
載

し
た
。

恥
42
江
口
高
達

『各

国
憲
法
撮

要
上
』

の
内
容

を
見

る
限
り

で
は
、

『交
詢
雑
誌
』
上

で
の

「各

国
憲
法
提
要
」

も
小
幡

に
よ
る
も

の
で
は

な
く
、
江
口
の
も

の
で
あ

る
可
能
性
が
高

い
よ
う

に
思
わ

れ
る
。
ま
た

「
ピ
子

ヲ
氏
英
文
典
」

と

い
う
書
も

『福

沢
諭

吉
門

下
』

に
記
載

さ
れ

て
い
た
が
、
原
本

に
彼

の
記
名
は
な
か

っ
た
。

こ
れ

に

つ
い
て
は
小
幡

の
も

の
で
あ

る
積
極
的
理
由
が
見
当
た
ら
な
か

っ
た

の
で
割
愛

し
た
。

明
治
元
年

(慶
応

四
年
)

1
 

『英
文
熟
語
集
』

小
幡
篤
次
郎

・
甚

三
郎
共
纂
、
尚

古
堂
、

八
六

 
 
丁
。
慶
応
四
年

三
月
。

 
 
 
あ
き
書

房
よ
り
復
刻
版
あ
り
。

2
 

『
天
変
地
異
』
(纂
訳
)
慶
應
義
塾
蔵
版
、
二
七
丁
。
明
治
元
年
秋
。

 
 
 
『
明
治
文
化
全
集
』

改
版
 
第

二
七

巻
所
収
。

二
種
類

の
偽
版

 
 
 
あ
り
。

3
 

『洋
兵
明
鑑

』
巻

]
～
五
 
福
沢
諭

吉

・
小
幡
篤
次

郎

・
小
幡
甚

 
 
三
郎
合
訳
、
尚
古
堂

、
二
二
八
丁
。
明
治

二
年
春

。

 
 
 
団
邑

】
Qり
。琶

貫

睾
ミ
ミ
ミ
同

ミ

ミ
馬
亀
ミ

黛

ミ
§

卜。
民
.
『
福
沢

 
 
 
諭
吉
全
集
』
第

二
巻
所
収
。

45678

『博
物
新

編
補
遺
』
全

三
巻

、
尚
古
堂
、
全

一
一
七
丁
。
明

治

二

年
春
。

 
"
O
げ
¢口

∩
ゴ
帥ヨ
σ
⑦
「。。・
き
青
o
§
ら、ご
嵩
、o
ミ
僑
浄
～§
ら
魯

冨
ω
9

の

 
部
分
訳
。

「牧
牛

の
説
」

(訳
)
『
新
塾
月
誌
』

一
号
、
明
治

二
年
三
月
。

 

『明
治
文
化
全
集
』
改

版
 

第
五
巻
所

収
。
原
典
不
明
。

「綿
羊

を
牧
す
る

の
説
」

(訳
)

『新
塾
月
誌

』

一
号
、

明
治
二
年

三
月
。

 

『明
治
文
化
全

集
』
改

版
 

第
五
巻
所

収
。
原
典
不
明
。

『西
洋
各
国
銭
穀
出
納
表
』

(抄
訳
)
尚
古
堂
、
慶
應
義

塾
蔵
版
、

五
四
丁
。
明
治

二
年
冬

。

 

マ
ル
チ
ン
著

『
ス
テ
ー
ト
ス

マ
ン

・
イ
ー

ル
ブ

ッ
ク
』
。

一
八

 
六
九
年
。
「

ζ
僧ヨ
戸

§
馬
要
ミ
題
ミ
§

げ
寄
ミ
』
o
募

か
。

『
生
産
道
案
内
』

(訳
述
)
上
下
巻
、
尚
古
堂
、
慶
應
義
塾
出
版
局
、

四
八
丁
。
原
典
不
詳
。
明
治
三
年
五
月
。

 
序
文

に
、
本
論
を
補
う
も

の
と
し

て
マ
ン
ヂ
ヴ

ー
ル

(
マ
ン
デ

 
ヴ

ィ
ル
)
第
四
リ
ー
ド

ル
か
ら

の
抄
訳
あ
り
。
本
論
部
分
は
渡

 
辺

一
郎
翻
刻

『
経
済
説
略
』

(駿
州
、
無
尽
蔵
版
、
明
治

二
年
)

 
§
Q
6
0
ミ
陶
§
ミ
ミ
ミ

駄

、
o
ミ
ら
ミ

穿

§
o
ミ
紀
、
、
o
ミ
ミ
免
富
鈎
§

 
馳
8
勢

＼
睾

慰
気
曾

ミ
冒
ミ
ま
簿

俸

塗

＼
」
こ
≦
§
亀
》

さ

㍉αQQ

 
㌧
ミ

(
1ー
ア
ダ

ム

・
ス
ミ

ス

『国
富

論
』
分
業
論

の

一
部
分
抄

 
訳
を
含
む
と

さ
れ

る
)

の
訳
出
。
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91011121314

『英
式
艦
砲
全
書
 

一
名
英
国
官
船
大
砲

操
練
書

』

(訳
述
)
全
二

巻

、
御
用
御
書
物
所

・
紀
伊
国
屋
源
兵
衛

、
九

〇
丁
。
明
治
三
年
。

 

一
八
六
五
年
刊

、
英
国
官
校
海
軍
大
砲
操
練
書

の
訳
。
原
典
不

 

詳
。

『英
氏
経
済
論
』

第

一
編

～
三
編
、
慶
應
義

塾
出
版
社
。

明
治
四

年

。

 
「
.
≦
9覧
碧
9

§
Q
題
鴨
ミ
§
謎

ミ

、
o
、ミ
ミ
、
昏

o
さ
ミ
メ

一
。。
ω
刈

 

の
全
訳

の
初
刊

。

『学
問

の
す

・
め
』
初
編
、
福
沢
諭
吉

・
小

幡
篤
次
郎
同
著

、
慶

應
義
塾
蔵
版
、

一
二
丁
。
明
治
四
年

=

一月
。

 

『福

沢
諭
吉
全
集
』
第
三
巻
所
収
。

『英
氏
経
済
論
』

第
四
編

～
六
編
、
明
治

六
年
八
月
。

面
10

の
続

編
。

『
上
木
自
由
之
論
』

(抄
訳

)

一
冊
、
私
家
版
、

一
六
丁
。
明
治
六

年

こ

月
。

 

>
b
肖
oβ
仁
o
<
≡
ρ

b
偽ミ
g
、亀
曼

斗

鼠
ミ
偽ミ

鼻

富

蕊
巨
¢
9
9

 

=
0
3

刃
o<
P

Z
。
ミ

<
O
「ド

一。。
記

の
出
版
自
由

の

 
節

。
『
郵

 

便
報
知
新
聞
』

(明
治
八
年
七
月
八
、
九

、

一
四
日
)
紙

上

で

 

も
発
表
。

『明
治
文
化
全
集
』
改
版
 

第
二
巻
所
収

。

『
会
議
弁

』

(合
訳

)

一
冊
、
福
沢
諭
吉

・
小
幡
篤
次
郎

・
小
泉
信

吉

合
著

、
慶
應
義
塾

、
二
八
丁
。

 

明
治
六
年

六
i
七
月
頃
。
『福
沢
諭
吉
全
集
』
第
三
巻
所
収
。

15161718192021

「
農

二
告

ル
ノ
文
」
『
民
間
雑
誌

』
第

一
編

、
明
治
七
年

二
月

。

 

『明
治
文
化
全
集
』
改
版
 
第
五
巻
所
収

。

「
内
地
旅
行
ノ
駁
議
」

『民
間
雑
誌
』
第

八
編
、
明
治

八
年

二
月
。

 

『明
治
文
化
全
集
』
改
版
 
第
五
巻
所
収

。

「
三

田
演
説
会
舎
開
館

ヲ
祝

ス
ル
ノ
文
」
明
治

八
年

五
月

一
日
。

 

『
三
田
演
説
会
資

料
』

(慶
應

義
塾
福
沢
研
究

セ
ン
タ
ー
、

一
九

 
九

一
年
)
所
収
。

「
嫡
子

二
限
リ
家
督

相
続

ヲ
為

ス
ノ
弊

ヲ
論

ス
」

『民
間
雑
誌

』
第

十

一
編
、
明
治
八
年
五
月
。

 
『
明
治
文

化
全
集

』
改

版
 
第

五
巻
所
収
。

「
弥
児
氏
宗

教
三
論
」
『
郵
便
報
知
新
聞
』
七
三
八
号
論
説

(
一
部

分
訳
出
)
明
治
八
年
八
月
二
日
。

 
臼・。。
●≦

F

§
、
題

穿
h
8
ら

§

寄

、喧
§
し

。。
週
9
の
抄
訳

。

 
冒

頭
に
七

月

三
日
演

説
と

あ
り

、

『
植
木

枝
盛

日
記

』

に
も

 
「
七
月
三
日
三
田
演
説
会

へ
行

。
(
中
略

)
小
畑
氏

(
小
幡

)
自

 
然

に
任
す
べ
か
ら
さ
る
論
」

と
の
記
述

が
あ

る
こ
と

か
ら
、
三

 
田
演
説
会
で

の
演
説
を
転
載

し
た
も

の
と
思
わ

れ
る
。

無
題
論
説

『
郵
便
報
知

新
聞
』
七
三
二
号
社
説
、
明
治

八
年

七
月

二
六
日
。

 
読
諺
律

・
新
聞
紙
条

例
に

つ
い
て
論

じ
た
も

の
。

無
題
論
説

『
郵
便
報
知
新

聞
』
七
四
九
号
論
説
、
明
治

八
年

八
月

一
四
日
。
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2223

 
銀
難
と
安
侠

"
圧
制
と
自
由

に

つ
い
て
。
読
誇
律

・
新
聞
紙
条

 
例

へ
の
批
判
。

無
題
抄
訳

『家
庭
叢
談
』
二
三
号

・
二
九
号

・
三
四
号
、
明
治
九

年

三

-

一
二
月
。

 
前
出

ト
ク
ヴ

ィ
ル

『
ア
メ
リ
カ
の
民
主
主
義

』
か
ら

の
抄
訳
。

 
「
ア
メ
リ
カ
連
邦

に
お
け
る
公
共
精

神

に
つ
い
て
」

「
ア
メ
リ

カ

 
連
邦

に
お
け
る
権
利

の
観
念

に

つ
い
て
」

「
ア
メ
リ
カ
連

邦

に

 
お
け
る
行
政
的
地
方
分
権

の
政
治

的
諸
効
果

に
つ
い
て
」
各
章

 
訳
出

。

「万
来
舎
之
記
」
『
家
庭
叢
談
』
二
七
号
、
明
治
九
年

一
二
月

二
日
。

 2524明
   治

星讐 霊
「
迎
年
ノ
辞
」

『家
庭
叢
談
』
三
七
号
、
明
治

一
〇
年
元
旦
。

『経
済
入

門
』

(抄

訳
)
、
出
版
入

・
小
幡

篤
次
郎
、

七
七
頁
。
明

 

○
年
六
月
。

 
恥
8

『生
産
道
案
内
』

の
改
題
再
版
。

『英
氏
経
済
論
』
第

七
～
九
編
、
明
治

一
〇
年

一
〇
月

。
恥

10

・

12

の
続
編
。

『
弥
児
氏
宗

教
三
論
』
第

一
編
、
出
版
人

・
丸
屋
善
七
、
八
六
頁
。

明
治

一
〇
年
九
月
。

 
恥
19

の
ミ
ル

『宗
教
三
論
』

の
単
行
本
、
全
訳
。

「
女
工
場

の
開
業

を
祝
す

る
の
文
」
明
治

=

年

一
月

一
九

日
。

2930

27 2628

37 36 35     34     33     32     31

*
38

『
弥
児
氏
宗
教
三
論
』
第

二
編
、
出
版

人

・
丸

屋
善

七
、
七

六
頁

。

明
治

一
一
年
八
月
。

 
出
版
は
第
二
編
ま

で
。

原
稿

は
全
訳

分
あ

り
。

『
議
事
必
携
』

(訳
述

)
出
版

人

・
小
幡
篤
次
郎

。
明
治

一
一
年

八

月
。

 
英
国

の
刀
oαqぎ
。。
匡
2

>
℃
巴
σq『ミ
ρ
§
馬
Q
§
計
§
§

げ
さ

嵩
§
8
勘

「
外
国
貿
易
」

『郵
便
報
知
新
聞
』

一
六
八
三
号
社
説

、
明
治

一
一

年
九
月
五
日
。

「
金
禄
公
債
」

『郵
便
報
知
新
聞
』

一
六
九

五
号
社
説

、
明
治

二

年
九
月

二
〇
日
。

「
洋
銀

ノ
騰
貴
」

『郵
便
報
知
新
聞
』

一
七

一
九
号
社
説

、
明
治

一

一
年

一
〇
月

一
九
日
。

「紙
幣
減
却
論
ノ

一
」

『
郵
便
報
知
新
聞

』

}
七
二
八
号
社

説
、
明

治

二

年

一
〇
月
三
〇
日
。

「朝
鮮
事
件
」
『
郵
便
報
知
新

聞
』

一
七
五
八
号
社
説

、
明
治

一
一

年

一
二
月
六
日
。

「長
沼
村
不
動
堂
古
額

ノ
記
」

明
治

一
二
年

三
月
五
日
。

「専
門
学
校

ノ
切
要

ヲ
論
ズ

」

(演
説
)
東
京

学
士
会

院
に

て
。
明

治

=

一年
六
月

一
五
日
。

 
『
学
問
と
知
識

人
』

(
『
日
本
近

代
思
想
大
系
』

一
〇
、
岩

波
書

 
店
、

一
九
八
八
年

)
所
収

。

「東
京
生
命
保
険
会
社
創
起
見
込
書
」

緒
言
、
明
治

=

二
年
六
月
。
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「交

詢
社
第

一
紀
年
会
報
告
」

『交

詢
雑
誌
』

三
七
号

、
明
治

」
四

年

二
月
五
日
。

『英
国
憲
法
論
』

序
文
。
英
国

シ
エ
ル
ド

ン

・
エ
モ

ス
著
、
渋

江

保

・
山
田
要
蔵
合
訳
。
小
幡
篤
次

郎
序
。
明
治

一
四
年
七

月
。
出

版
人

・
渋
江
修

。
九

五
頁
。

「各

国
憲
法
提
要
」

『交
詢
雑
誌
』
五
二
ー
五
五
号

・
五
七

号
、
明

治

一
四
年
七
月
五
日

・
一
五
日

・
二
五
日

・
八
月

五
日

・
二
五
日
。

『各
国
憲
法

撮
要

』
上

・
序
文
。
江

口
高
達

訳

・
版

(熊
本

県
士

族
)
、
小
幡
篤
次
郎
序
、

一
〇
三
頁
。
明
治

一
四
年
九
月

二
日
。

「
条
約

改
正
論
」

『交
詢
雑
誌
』
七
八
号
、
明
治

}
五
年

三
月
。

「埼

玉
県
下
熊
谷

駅
ノ
談
話
会

ニ
オ
ケ

ル
小
幡
篤
次
郎
演
説
筆

記
」

『
交
詢
雑
誌
』

一
〇
三
号
。
明
治

一
五
年

一
二
月
五
日
。

「
豊
紀

二
州
巡
回
紀
行
」

『交
詢
雑
誌
』

=

八
号
、
明
治

一
六
年

五
月
五
日
。

『印
度

顛
覆

史
』
序
文
草
稿
。

マ

ッ
コ
レ
ー
著

、
山
田
良
作

訳
。

明
治

一
七
年
四
月
な

い
し
五
月
。
博
聞
社
。

 

ζ
98
巳
曽
ざ

目

切コ
`

ミ

藁
§

§

§
撃

」
峯
穿

h
ミ
●

「
致
富
論
」
『交

詢
雑
誌
』

一
四
五

・
一
四
六
号
、
明

治

一
七
年
三

月

一
五
日

・
二
五
日
。

「不
換

紙
幣
論
」

(訳
)

『交
詢
雑
誌
』

一
四
八

二

四
九
号

、
明

治

一
七
年
四
月

一
五
日

・
二
五
日
。

 

ア

マ
サ

・
ウ

ォ
ー
カ
ー
の

一
節
訳
述
。

504951

*

52

「鉄
道
論
」
『交
詢
雑
誌
』

一
五
五
号
、
明
治

一
七
年

六
月

二
五
日
。

『舶
用
汽
機
新
書
』

(訳
)
全

四
巻
、
英
国
リ
チ
ャ
ー
ド

・
セ

ン
ネ

ッ

ト
原
著
、
横
須
賀
海
軍
造
船
所

、
五
〇
〇
頁
。
明
治

一
九
年

一
月
。

 
巻

三
は
明
治

二
四
年

八
月

一
四
日
、
巻
四
は
同
年

一
月

二
四
日

 

に
刊
行
さ
れ
て

い
る
が
、
小
幡

の
記
名
は
な
く
原
著
者
名

の
み

 
が
記
さ
れ
て

い
る
。

こ
れ
ら
共

に
発
行
所

・
水
交
社
、
著
作
兼

 
発
行
者

・
鈴
木
光
長
と
な

っ
て
い
る
。

『小

学
歴
史
階
梯
』
小
幡
氏
蔵
版
、

明
治

一
九
年
五
月
。

発
蜂

・

東
京

・
中
近
堂

、
大
阪

・
同
支
店
、
名
古
屋

・
同
支
店
、
越
中

・

中
島
出
張
店
。

『開
化
起

源
史

』
序
文
。
英
国

ジ

ョ
ン

・
ル
ボ

ッ
ク
著

、
井
出
徳

太
郎
訳
述
、
博
聞
社
版

。
三
二

一
頁
。
明
治

一
九
年

一
一
月

。

54 53明

誕1
5556

『小

学
歴
史
』
全
三
巻
、
金
港
堂

、
全

一
五
三
丁
。
明

治

二
〇
年

「物
産
論
」
『
交
詢
雑
誌

』
二
七

六

・
二
七
八
号
、
明
治

二
〇
年

一

一
月

・
五
日
、
二
五
日
。

「政

論

ノ
発
行

ヲ
祝

ス
」
雑
誌

『
政
論
』
第

一
号

、
明
治

二

一
年

五
月
。

「
小
幡
君
鴎
遊
館
宴
会

の
祝
辞
」

『交
詢
雑
誌
』
三

一
六
号

、
明
治

二

一
年

=

一月

一
五
日
。
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「農

工
商

の
未
来
を
論

ず
」
『交
詢

雑
誌
』
三
五

一
号
、
明
治

二
二

年

一
二
月

一
五
日
。

 

『
下
野
同
志
会
第
三
回
総
会
演
説
筆
記
 
小
幡
篤
次
郎
君
述
』
、

 

明
治

二
三
年

二
月
三
日
発
行
、
編
集
兼
発
行
人

・
馬
場
順
五
郎

 

(栃
木
県
平
民
)

に
も
転
載
。

『
天
変
地
異
』
台
湾
総
督
府
民
政
部
学
務
課
訳
、
明
治

二
三
年
。

『
通
俗
選
挙
人
心
得
』
序
文

。
宮
川

四
郎

述
、
小
幡
篤
次

郎
序
。

政
治
学
講
習
会
、
明
治
二
三
年
六
月
。

「交
詢
社
第
十
三
回
大
会
報
告
に
次

て
柳
か
所
思
を
陳

ふ
」
『
交
詢

雑
誌
』

四
三
六
号
、
明
治

二
五
年
四
月
五
日
。

「
日
本
国

の
地
位
を
論
ず
」
『
交
詢
雑
誌
』
四
六

一
号
、
明
治

二
六

年

一
月

五
日
。

「
欧
州

に
航
路
を
開
く

べ
き

の
案
」
『
交
詢
雑
誌
』

四
八
九

1
四
九

一
号
、
明
治

二
七
年

二
月

一
五
日

・
二
七
日
、
三
月

一
五
日

・
二

七
日
、

四
月

一
五
日
。

明
治

三
〇
年

6366 65 64

「
幣
制
改
革
問
題
 
小
幡
篤
次
郎
氏
意
見
」

『交
詢
雑
誌
』
号
外
、

明
治

三
〇
年
三
月
七
日
。

「
福
沢
英
之
助
君

ヲ
弔

フ
ノ
文
」
明
治
三
三
年

一
月
八
日
。

「
下
手
と
自
慢
」

『学
報
』

二
三
号
、
明
治
三
三
年

一
月
。

「
修
身
要
領

の
由
来
」

(演
説
)

『交

詢
雑
誌
』

五
六
〇
号
、
明
治

 

 
三
三
年

五
月

二
〇
日
。

67
 

コ

夫

一
婦
」

『学
報
』

三
六
号

、
明
治
三
四
年

二
月
。

68
 

「
青
年

の
独
立
」
『学
報

』
三
七
号
、
明
治
三
四
年
三
月
。

 

こ
れ
ら

の
小
幡
著
訳
作

の
中
で
、
こ
れ
ま

で
研
究
論
文

の
狙
上
に
載

せ
ら
れ
た
も

の
、
お
よ
び
小

幡

の
著

訳
作

の

…
部
分
に

つ
い
て
で
も
言

及

の
あ

る
研
究
論
文

の
中

で
知
り
得

た
限
り

の
も

の
を
左

に
掲
載
す
る
。

番

号
は
右

の
著
作

目
録

の
通

し
番
号

に
対
応
し
て

い
る
。

4101618

『
博
物
新
編

補
遺
』

 
松
永
俊
男

「
チ

ェ
ン
バ
ー
ス
著

『
科
学
入
門
』

と
小
幡
篤
次
郎

 
訳

『
博
物
新
編
補

遺
』
」

(
『
桃
山
学
院
大

学
人
間
科
学
』
第

二

 
四
号
、
二
〇
〇
三
年

)

『
英
氏
経
済

論
』

 
進
藤
咲
子

「
小
幡
篤
次
郎
訳

『
英
氏
経
済
論
』

の
訳
語
」
、
「
『
英

 
氏
経
済
論
』

及
び
原

文
の
翻

刻
並

び
に
解
説
」

(『
明

治
時

代
語

 

の
研
究

-
語
彙

と
文

章

1
』

明
治
書
院
、

一
九
八

一
年
)

「
内
地
旅
行
ノ
駁
議
」

 
平
石
直
昭

「福

沢
諭

吉

の
戦

略
構
想

1

『
文
明
論
之

概
略
』
期

 
ま
で
を
中
心
に
ー
」

(『
社
会

科
学
研
究
』
第

五

一
巻

一
号
、
東

 
京
大
学
社
会
科

学
研
究
所
、

一
九
九
九
年
)

「
嫡
子

二
限
リ
家
督

相
続

ヲ
為

ス
ノ
弊

ヲ
論

ス
」
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西
沢
直
子

「
小
幡
篤
次
郎
考

田
1

「女

工
場

の
開
業
を
祝
す

る

 

の
文

」
を
め
ぐ

っ
て
ー
」

(『
近
代
日
本

研
究

』
第

一
九
巻

、
慶

 
應
義

塾
福

沢

研
究

セ

ン
タ
ー

、

二
〇

〇
三
年

)
、

家

永
三
郎

 

『植
木
枝
盛
研
究
』

(岩
波
書
店
、

一
九
六
〇
年

)

一
一
六
頁
言

 
及
。

『家
庭
叢
談
』
誌
上

の
ト
ク
ヴ

ィ
ル
訳
出

。

 
松
田
宏

一
郎

「福
沢
諭
吉
と

「
公
」
・
.私
」
・
.分

」
の
再
発
見
」

 

(
『立
教
法
学
』
四
三
号
、
立
教
法
学
会

、

一
九
九

⊥ハ
年

)
注

で

 
言
及
。

『
弥
児
氏
宗
教
三
論
』

 
小
泉

仰

「
ミ

ル
の

『
宗
教

三
論
』

と
福

沢
諭
吉

の
宗

教
観
」

 

(
『近
代
日
本
研
究
』
第

二
巻
、
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ

ン
タ
i
、

 

一
九
八
六
年
)
、
及
び

『
福
沢
諭
吉

の
宗
教
観

』

(慶
應
義
塾
大

 
学
出
版
会
、

二
〇
〇
二
年
)
第
四
章

「
ジ

ョ
ン

・
ス
チ

ュ
ア
ー

 
ト

・
ミ
ル
と
福
沢
諭
吉
」
言
及
。
松
崎
欣

一

『
三
田
演
説
会

と

 
慶
應
義
塾
系

演
説
会
』

(慶

應
義
塾
大
学
出
版
会

、

一
九
九

八

 
年
)
言
及
。

「女

工
場

の
開
業
を
祝
す
る

の
文
」

 
西
沢
直
子

「小
幡
篤
次
郎
考
田

1

、女

工
場

の
開
業
を
祝

す
る

 

の
文

」
を
め
ぐ

っ
て
ー
」

(『
近
代
日
本

研
究
』
第

一
九
巻

、
慶

 
應
義
塾
福
沢
研
究

セ
ン
タ
ー
、
二
〇
Ω

二
年

)

『議
事
必
携
』

67

村

上
幸
子

「
小
幡
篤
次
郎

と

『
議
事
必
携
』
」

(『
福
沢
手
帖

』

 
第
九

〇
号
、

一
九
九

六
年
)
、

「会

議
法

の
移
入
と
発
展

』

(渓

 
水
社
、

】
九
九

三
年

)
。

宮
村
治
雄

「『
御

誓
文
』

と

『
会
議

 
弁
』

の
問
」

(「開
国
経
験

の
思
想
史

ー
兆
民
と
時
代
精
神
』
東

 
京
大

学
出
版
会

、

一
九
九

六
年
)
言
及
。

⊃

夫

一
婦
」

 
西
沢
直

子

「小
幡
篤
次
郎
考

皿
1

「女
工
場

の
開
業
を
祝
す

る

 
の
文

」
を

め
ぐ

っ
て
ー
」

(
『近
代

日
本
研
究
』
第

一
九
巻
、
慶

 
應
義
塾
福

沢
研
究

セ
ン
タ
ー
、

二
〇
〇
三
年
)
言
及
。

*
を

付

し

た
も

の

は
西

沢

、

 

る

。

竹

田
両
氏
よ
り
教
示
を
受
け
た
も

の
で
あ
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